
～ 2024年　12月　27日
（対象者数） 18 （回答数） 16

～ 2024年　12月　27日
（対象者数） 4 （回答数） 4

～ 2024年　12月　27日
（対象数） 18 （回答数） 18

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・療育で取り組んでいる課題内容や取り組んだ結果を園に
フィードバックし、現在の課題を確認し合うなど、更に情報
共有や連携をしていきたいと思います。

2
・園や保護者様との連携をより図り、より良い関係を継続さ
せていきたいと思います。

3
・事業所と園の環境的な違いを考慮して、園でのより良い支
援につながるよう、有効な手立てを伝えていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・より課題場面に立ち会えるよう、園と訪問のタイミングや
頻度を話し合っていきます。

2

・保護者様や園の要望を聞いて、適切な頻度をすり合わせて
いきます。
・園や担任の先生からのご要望をしっかりと聞き取り、お子
様の状況や様子をみながら支援していきます。

3

・園での課題や苦手なことを、療育の内容に取り入れることが
できます。

・職員全体の会議で、訪問時の様子や課題の報告・相談・話し
合いを行い、情報を共有し、必要な場合は療育の内容にも反映
させています。
・園独自の活動などは、療育の場でも園と同じ指導方法で練習
し、園でよりスムーズに取り組めるようにしています。

・園、家庭、事業所で相互に様子を共有できます。
・園の先生、保護者様との良い関係づくりを行っています。
・園、家庭、事業所が、お子様について共通理解できるよう、
双方の思いや取り組み等を伝えています。

・園での困りごとや支援の方法を一緒に考え、改善していくこ
とができます。

・園のニーズをしっかり聞き、相談しやすい雰囲気作りを心が
けています。
・事業所での見立てを伝え、園で取り組めそうな支援方法を提
案しています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・お子様の課題場面に遭遇することが難しい場合があります。 ・支援の頻度や時間が限られている。

・訪問頻度や支援方法が要望に添えていない場合があります。

・訪問頻度について、園と保護者の要望が違ったが、すり合わ
せることが十分にできていなかった。
・園や担任の先生から、支援方法の要望を十分に聞き取れてい
なかった。

2024年　12月　1日
○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　8日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数
○訪問先施設評価実施期間 2024年　11月　15日

○事業所名 まんまるカチカチ

○保護者評価実施期間 2024年　11月 15日
○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表（保訪）公表


